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(a)面に垂直方和こは減衰波 (exp ト αilzI〕),(b)面に平行方向には進行波(exp
〔i(kx-wt)〕)の2つの性格を兼備えたモー ドであるO
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場合にはp-偏光分散が W∝ ノすk となることも,生井沢氏達のような鏡像電荷列格子
和の計算4)を行なう迄もなく,マクスウェル方程式を解いて容易に導くことができるlo)
刀.外磁場のある場合,この場合はS-,p-偏光に分れない｡準静電近似の分散式は,
ElH 2 空 聖 2. W2-㌔2
k m (W2-wt2)2-W2W2C
となる｡これは, (7)式と組合わせれば,格子力学的計算による式 3)











Tota卜肘 lection法や grating法 5)がこの場合も原理的には用いうるが,現実のHe
面やMOS界面に適用するには工夫が必要である｡
皿.x方向から入射する電磁波｡面内の境界外からの電磁波と結合させれば, 共
鳴反射 ･回折等の方法により,観測可能である｡ He液面上 2次元電子プラズモン励起
の実験が,最近行なわれた06)この方法は,横波励起も可能であり,結晶存否の有力な
判定手段である｡























Wigner格子 ? (コメン ト)











ることをさけ得ませんo従って Oxx ～ 0の領域での微小な電流の1-V特性,その温
度変化,高周波電流の様相 etc.などをさらに実験的に追及するのが着実な前進-の方
向だと思います｡しかし塚田さんも指摘したように,強磁場極限では電子相関が顕在化
するのも明らかであって,このことは必ずしも整然たるWigner格子とはならないまで
も,局在化や不整ポテンシァルに対する広義のスクリー ニング的な効果に対し,電子相
関がまことに重要な役割を果たしていることを意味します｡塚田さんの報告はこの間題
に平均場的な発想から極めて簡単化された模型を提出したものとも考えられます｡とこ
ろで相関を無祝 して,いわゆるAnderson局在化を理論的に調べる研究は多々あるわけ
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